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Ⅰ．緒言

新生児特定集中治療室（Neonatal Intensive Care
Unit，以下 NICU）に入院する児は増加し，在院日数
も長期化している（１）．児の入院が長期化すると，父親

は次第に仕事を中心とした生活へと戻っていく．その

背景として日本では，夫に育児への関与を期待しつつ

も，仕事優先を希望する妻が多い（２）．平成２３年の平日

における仕事時間を仕事時間階級別に平成１８年と比較

すると，男性は１１時間以上で０．６ポイント上昇してい

る（３）．仕事に多くの時間を費やし，それ以外の時間を

持つ余裕が少ない父親にとって，面会時間に合わせて

来院する事は難しく，子どもとの接触により父親とし

ての実感を得る機会は限られる．また，近年では核家

族が増加しており，家族形態の変容により，身近に相

談できる相手を持ちにくい母親にとって，父親の情緒

的サポートが重要である．しかし，面会に来ることが

少ない父親が育児行為を体験する機会は限られてお

り，母親の行う育児への理解に結び付きにくい．宮

武（４）によると，夫の情緒的サポートは，母親の育児満

足を高め，間接的に育児不安を減ずる方向に影響して

いた．さらに，育児ストレスに関する桑名ら（５）の研究

によると，親機能に関する育児ストレスは夫婦間での

関連が強いため，親への支援を行う場合は一方の親を

対象とした支援ではなく，両親を対象とした支援を行

う必要があることが示唆されている．

これらのことから，父親が父親としての実感を得

て，母親の育児に共感し，情緒的サポートを提供する

ためには，NICUに勤務する看護職（以下 NICUスタ
ッフ）が意識して，父親に働き掛けを行うことが重要

であると考える．しかし，その実態は明らかではな

い．そこで，NICUスタッフによる父親に育児参加を
促す取り組みの実態を明らかにすることを本研究の目

的とした．

Ⅱ．方法

１．研究協力者

北海道内の NICU病床を有する２２病院に勤務する
NICUスタッフ４３３名を対象に調査を実施し，協力が
得られた２３０名を研究協力者とした．

２．調査方法

郵送法による無記名の自記式質問紙調査を実施し

た．調査期間は２０１２年６月から７月である．

３．調査項目

１）NICUスタッフの属性
性別，年齢，看護師の勤務経験年数，NICUの勤務

経験年数，職位，職種，育児経験の有無について尋ね

た．また，父親の育児指導の必要性の認識と実施，父

親への育児指導内容の希望の確認について尋ねた．な

お，本調査での「育児指導」とは，父親にも実施が可

能な，抱っこ・タッチング，おむつ交換，哺乳びん授

乳，沐浴とした．

２）NICUの状況
両親への面会時間の制限の有無，仕事をもつ両親へ

の面会時間の配慮の有無，母親および父親へのカンガ

ルーケアの有無，育児指導プログラムの有無，育児指

導プログラムの対象者について尋ねた．

３）NICUスタッフによる父親の育児参加を促す取り
組み

“父親の育児参加を促す取り組みをしていますか”

と尋ね，「はい」「いいえ」の二択で回答を得た．さら

に，「はい」と回答した場合にその具体的な内容を自

由記述形式で尋ねた．なお，本研究に用いた調査項目

は質問紙調査の一部である．

４．分析方法

調査協力者２３０名（回収率５３．１％）のうち，“父親の

育児参加を促す取り組みをしていますか”という設問

に，「はい」と回答した群と「いいえ」と回答した群

で NICUスタッフの属性および NICUの状況に違い
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がみられるか，統計的解析により検討した．P＜０．０５
を有意差ありとした．次に，“父親の育児参加を促す

取り組みをしていますか”という設問に「はい」と回

答した６９名の具体的な取り組みの内容の記述を分析し

た．NICUスタッフの取り組みを示す記述部分を，意
味が類似する内容ごとに集約し，分類を行った．集約

した内容を，“取り組みの時機”“取り組みの内容”

“NICUスタッフの働きかけの方法”の３つの側面か
ら内容分析の手法を用いて分類し，集計した．データ

の分析は共同研究者間で確認しながら進め，妥当性を

確保するように努めた．

５．倫理的配慮

研究の実施にあたり，北海道医療大学大学院看護福

祉学研究科倫理委員会の承認を得た．また，調査対象

者には研究主旨の説明，個人情報の保護，途中撤回の

自由等について，書面により説明を行い，質問紙の返

送をもって同意したとみなすことを説明した．

Ⅲ．結果

１．NICUスタッフの属性と父親の育児参加を促す取

り組み（表１）

“父親の育児参加を促す取り組みをしていますか”

という設問に「はい」と回答し，具体的な内容を記述

した NICUスタッフ６９名の属性は，女性が１００％，年
齢は３０歳代が３５．３％，看護師の経験年数は１０年以上が

５０．０％，NICUの勤務経験年数は３年未満が３１．３％で
あった．職位はスタッフが８９．７％，職種は看護師が

ｎ（％）

注）性別．職位．職種．育児経験については Fisherの直接法．それ以外は χ２検定を実施した

項 目 “父親の育児参加を促す取り組みをしていますか” Ｐ値はい（Ｎ＝６９） いいえ（Ｎ＝１６１）
性別

男性 ０（ ０．０） １（０．６） １．０００女性 ６８（１００．０） １６０（９９．４）
年齢
２０歳代 ２２（３２．４） ６２（３８．５）

０．６４６３０歳代 ２４（３５．３） ５３（３２．９）
４０歳代 ２０（２９．４） ３８（２３．６）
５０歳代以上 ２（２．９） ８（５．０）

看護師の勤務経験年数
３年未満 １２（１７．６） ２０（１２．６）

０．８０７５年未満 ６（８．８） ２３（１４．５）
１０年未満 １６（２３．５） ３２（２０．１）
１０年以上 ３４（５０．０） ８４（５２．８）

NICUの勤務経験年数
３年未満 ２１（３１．３） ６２（３９．０）

０．７３３５年未満 １６（２３．９） ３４（２１．４）
１０年未満 ２０（２９．９） ４０（２５．２）
１０年以上 １０（１４．９） ２３（１４．５）

職位
管理職 ７（１０．３） １１（７．０） ０．４２６スタッフ ６１（８９．７） １４７（９３．０）

職種
看護職 ５３（７７．９） １２５（７９．１） ０．８６０助産師 １５（２２．１） ３３（２０．９）

育児経験
あり １４（２０．６） ５８（３６．３） ０．０２０なし ５４（７９．４） １０２（６３．８）

父親の育児指導の必要性
とても必要 ４９（７１．０） ８６（５３．４）

０．０４１まあ必要 ２０（２９．０） ７４（４６．０）
必要ない ０（０．０） １（０．６）

父親の育児指導の実施
いつも行う ３０（４３．５） ２４（１４．９）

０．００１必要な時に行う ３９（５６．５） １３３（８２．６）
行わない ０（０．０） ４（２．５）

母親に父親への育児指導内容の希望を確認する
確認する ２２（３１．９） ２５（１５．５）

０．００９場合によっては確認する ３８（５５．１） １２０（７４．５）
確認しない ９（１３．０） １６（９．９）

父親に育児指導内容の希望を確認する
確認する １５（２１．７） １３（８．１）

０．００５場合によっては確認する ４７（６８．１） １１５（７１．４）
確認しない ７（１０．１） ３３（２０．５）

表１ NICUスタッフの属性と父親の育児参加を促す取り組み
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７７．９％であった．育児経験の「ある」スタッフが２０．６％

で，父親の育児指導の必要性は「とても必要」との認

識が７１．０％であった．そして，父親への育児指導の実

施を「いつも行う」と回答したスタッフが４３．５％であっ

た．また，父親への育児指導内容の希望について，母

親に「確認する」と回答したスタッフは３１．９％，父親

に「確認する」と回答したスタッフは２１．７％であった．

“父親の育児参加を促す取り組みをしていますか”

という設問に「はい」と回答した NICUスタッフ６９
名と，「いいえ」と回答した１６１名を比較した．育児経

験が「ない」，父親の育児指導の必要性を「とても必

要」と認識している，父親の育児指導の実施を「いつ

も行う」，母親および父親自身に父親の育児指導内容

の希望を「確認する」と回答した NICUスタッフの
割合は，“父親の育児参加を促す取り組みをしていま

すか”の問いに「はい」と答えた群が有意に多かった．

２．NICUの状況と父親の育児参加を促す取り組み

（表２）

“父親の育児参加を促す取り組みをしていますか”

という設問に「はい」と回答し，具体的な内容を記述

した NICUスタッフ６９名の所属する NICUの状況と
しては，面会時間の制限が「ある」NICUは８７．０％，
仕事をもつ両親への面会時間の配慮が「ある」NICU
は８５．１％であった．また，母親へのカンガルーケアが

「ある」NICUは９５．７％，父親へのカンガルーケアが
「ある」NICUは９５．７％であった．育児指導プログラ
ムが「ある」NICUは５２．２％，その育児指導プログラ

ムの対象を「両親」としている NICUは６１．１％であっ
た．

“父親の育児参加を促す取り組みをしていますか”

という設問に「はい」と回答した NICUスタッフ６９
名と，「いいえ」と回答した１６１名を比較した．NICU
に面会時間の配慮が「ある」，父親へのカンガルーケ

アが「ある」と回答した NICUスタッフの割合は，“父
親の育児参加を促す取り組みをしていますか”の問い

に「はい」と答えた群が有意に多かった．

３．父親の育児参加を促すNICUスタッフの取り組み

の実態（表３）

“父親の育児参加を促す取り組みをしていますか”

の設問に「はい」と回答し，具体的な内容を記述した

NICUスタッフ６９名の取り組みとして記載された内容
は，”取り組みの時機”が６項目，”取り組みの内容”

が１３項目，”NICUスタッフの働きかけの方法”が４
項目に分類された．以下に分類の内容を説明する．な

お，「」は自由記述部の記載内容，【 】は分類を示す．

１）“取り組みの時機”

NICUスタッフが，父親に育児参加を促す取り組み
を行う時機として最も多かったのが，「面会があれ

ば」，「面会に来た時」等【父親が面会に来た時】であっ

た．次いで，「希望時」，「希望があれば」等【父親の

希望に合わせて】や，「両親がそろう日」，「両親で面

会に来た時に」等【両親が揃って面会に来た時】と続

く．また，「児の状態に合わせて」，「入院時から保育

器にいるうちに」，「保育器に入っていても」，「コット

ｎ（％）

注）Fisherの直接法を実施した

項 目
“父親の育児参加を促す取り組みをしていますか”

Ｐ値
はい（Ｎ＝６９） いいえ（Ｎ＝１６１）

両親への面会時間の制限
ある ６０（８７．０） １４３（８９．９） ０．３２６
ない ９（１３．０） １６（１０．１）

両親への面会時間の配慮
ある ５７（８５．１） １０９（６８．６） ０．０１３
ない １０（１４．９） ５０（３１．４）

母親へのカンガルーケア
ある ６６（９５．７） １４２（８８．８） ０．１３４
ない ３（４．３） １８（１１．２）

父親へのカンガルーケア
ある ６６（９５．７） １３２（８３．０） ０．０１０
ない ３（４．３） ２７（１７．０）

育児指導プログラム
ある ３６（５２．２） ８９（５６．０） ０．６６４
ない ３３（４７．８） ７０（４４．０）

育児指導プログラム対象者
両親 ２２（６１．１） ４２（４７．２） ０．１７２
母親 １４（３８．９） ４７（５２．８）

表２ NICUの状況と父親の育児参加を促す取り組み
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移床後」等，父親が面会に来ていても，いつも行うの

ではなく，【児の状態に合わせて】行うと回答した

NICUスタッフもいた．そして，「タイミングが合え
ば」，「出来る時は」等【機会があれば】行うといった

回答や，父親に【必要な場合】に行うといった６項目

の父親の育児参加を促す取り組みの時機に分けられ

た．

２）“取り組みの内容”

父親に育児参加を促すための取り組みの内容として

NICUスタッフは，【沐浴】，【哺乳・授乳】，【おむつ
交換】等の育児手技として必要な技術の指導が多くあ

げられた．また，【カンガルーケア】，【抱っこ】や【タ

ッチング】，【面会】等の，まずは児との接触を試みる

行為を，NICUスタッフは父親に実施していた．そし
て，「母と同じように」，「母と同じプログラムで」等

【母親と同じ内容】を父親に同じく実施したり，「育

児技術」，「育児について」等【育児に関すること】，「出

来ること」等【父親が出来ること】を実施していた．

他に【排気】，【日中泊】，【肛門刺激】を実施しており，

父親の育児参加を促すために実施した取り組みの内容

は１３項目に分けられた．

３）�NICUスタッフの働きかけの方法”
「してもらう」，「指導する」，「積極的に実施する」，

「出来る限り経験してもらう」，「方法を伝える」等の

【父親に実施する・してもらう】，「声掛けをする」，

「促している」，「パパ優先にしてもらう」等の【父親

に促す】，「一緒に行う」，「獲得のためのサポートを行

う」等の【父親を手伝う】という行動をしていた．さ

らに，「看護診断に介入が上がっている」，「看護計画

の評価を一緒に行う」等【看護計画や評価対象に父親

を含める】という行動をしていた．父親の育児参加を

促すための NICUスタッフの働きかけの方法は４項
目に分けられた．

Ⅳ．考察

１．NICUスタッフの属性と父親の育児参加を促す取

り組み

育児経験のない NICUスタッフや，父親の育児指
導の必要性の認識が高い NICUスタッフ，父親に育
児指導をいつも実施している NICUスタッフが“父
親の育児参加を促す取り組み”をより多く行ってい

た．育児経験のない NICUスタッフは，父親に育児
に参加してもらいたいという思いをもっていることか

ｎ
“取り組みの時機”
【父親が面会に来た時】 ２２
【父親の希望に合わせて】 １０
【両親が揃って面会に来た時】 ９
【児の状態に合わせて】 ６
【機会があれば】 ６
【必要な場合】 １

“取り組みの内容”
【沐浴】 ３４
【哺乳・授乳】 ２７
【おむつ交換】 ２５
【カンガルーケア】 １５
【育児に関すること】 １５
【抱っこ】 １２
【母親と同じ内容】 ９
【タッチング】 ６
【面会】 ６
【父親が出来ること】 ４
【排気】 １
【日中泊】 １
【肛門刺激】 １

“NICUスタッフの働きかけの方法”
【父親に実施する・してもらう】 ５１
【父親に促す】 １３
【看護計画や評価対象に父親を含める】 ５
【父親を手伝う】 ４

表３ 父親の育児参加を促すNICUスタッフの取り組みの実態

北海道医療大学看護福祉学部学会誌 第１０巻 １号 ２０１４年

― 26 ―



ら，このような結果になったのではないかと考える．

育児経験のない NICUスタッフよりも，育児経験の
ある NICUスタッフは，帰宅時間の遅い父親が育児
を分担することの難しさも知っていることからこのよ

うな結果になったものと推測する．

父親に育児指導を行う必要性を強く認識し，育児指

導の実施をいつも行う NICUスタッフは，父親の育
児参加を促す取り組みをより行っていた．後にも述べ

るが，育児参加を促すことはすなわち育児手技を獲得

することであるとの認識が NICUスタッフにあるこ
とから，このような結果になったものと考える．

また，父親への育児指導内容の希望を母親および父

親自身に確認することが，父親の育児参加を促す取り

組みに関連していた．NICUスタッフが母親に父親へ
の育児指導内容を確認することは，助けを必要とする

母親のニーズを満たすことになる．さらに，その内容

を指導し，父親に実施してもらうことで，母親に満足

感が得られる．母親からのポジティブなフィードバッ

クを父親が受けることで，より一層父親が育児参加に

前向きになることを狙っての取り組みではないかと考

える．そして，NICUスタッフが父親自身に，直接希
望する育児指導内容を確認することによって，無力さ

や疎外感を抱いているために医療者に接触してこない

こともある（６）父親が，自分にも出来ることがあると父

親役割を認識するきっかけとなるのではないかと考え

る．このように，父親の主体性を保持しつつ NICU
スタッフが父親に関わることは，父親の育児参加に対

する意欲を高めるために有効であると考える．

２．NICUの状況と父親の育児参加を促す取り組み

両親への面会の配慮がある NICUや，父親へのカ
ンガルーケアを推進している NICUに所属している
NICUスタッフは，父親の育児参加を促す取り組みを
より行っていた．

面会時間の制限がある NICUは８割を超えてい
た．一方で，仕事をもつ両親への面会時間の配慮があ

る NICUも８割以上であった．小澤（７）により，NICU
と GCUの光環境・明暗周期が退院後の早産児に与え
るサーカディアンリズムの確立への影響が示唆されて

いる．入院中から一定のリズムで環境を整えること

は，児の成長や発達のために必要であるが，その範囲

の中で出来る限り，父親と児との接触を可能にするた

めに面会時間への配慮を行っているものと考えられ

る．

未熟児の出産にしばしばともなう父母の分離感や，

不満足感を軽減させ，親子の愛着形成を促進させる意

味合いで実施されるカンガルーケアを推進している

NICUに所属する NICUスタッフは，父親と子どもと
の接触を積極的に行っており，父親の育児参加も同様

に積極的に促しているものと考える．

３．父親の育児参加を促すNICUスタッフの取り組み

の実態

１）“取り組みの時機”

取り組みの時機として【父親が面会に来た時】，【父

親の希望に合わせて】，【両親が揃って面会に来た時】

があがっていた．これらから，NICUスタッフが父親
に対して積極的に関わろうとする姿勢が窺えた．親と

なる男性は，家庭内役割の実施よりも仕事を優先に考

えたり，仕事の制約があるなかでも自分が行える役割

を探求するという，仕事と家庭内役割の役割調整を

行っているという特徴がみられる（８）．自身の役割調整

を行いながら面会にくる父親に，NICUスタッフが合
わせて関わることで，父親と NICUスタッフの接触
の機会を増加させ，父親のニーズを捉えることにも繋

がるものと考える．

一方，【児の状態に合わせて】，【機会があれば】，

【必要な場合】といった回答からは，やや慎重な関わ

りが窺えた．子どもに触れ，存在を体感することで父

親としての実感が得られる（９）ことからも，実際に育児

行為を体験することは重要であるが，児の状況によっ

てはネガティブな感情が強くなっていることも予測さ

れ，また無理強いをすることで父親が育児に対して消

極的になってしまう可能性もあることから，NICUス
タッフは慎重に関わっているものと推測された．

２）“取り組みの内容”

NICUスタッフが，父親に育児参加を促すための取
り組みの内容として，【沐浴】，【哺乳・授乳】，【おむ

つ交換】等の育児手技として必要な技術の指導を行っ

ていた．さらに，NICUスタッフは【カンガルーケ
ア】，【抱っこ】や【タッチング】，【面会】等の，まず

は児との接触を試みる行為を父親に実施していた．先

行研究でも，父親としての実感のきっかけは，抱っ

こ，授乳，おむつ交換・タッチング等の子どもに触

れ，存在を体感することで得られる（１０）とされる．この

ことからも，育児手技の獲得によって育児参加を促す

ことができるとの認識が NICUスタッフにあるので
はないかと考えられる．

そして，NICUスタッフは【母親と同じ内容】を父
親に同じく実施していた．育児指導プログラムの対象

者を両親と６割が回答していることからも，育児は両

親が行うものと認識し，実施しているのではないかと

考える．また，【育児に関すること】や，【父親が出来

ること】を父親に実施していた．他に【排気】，【日中

泊】，【肛門刺激】も実施しており，その取り組みの内

容は多様であるが，父親に児との接触を含めた体験を

させることを，育児参加を促す取り組みとして行って

いるものと推測された．

３）�NICUスタッフの働きかけの方法”
【父親に実施する・してもらう】，【父親に促す】，

【父親を手伝う】，【看護計画や評価対象に父親を含め

北海道医療大学看護福祉学部学会誌 第１０巻 １号 ２０１４年

― 27 ―



る】という方法で NICUスタッフは父親に働きかけ
ていた．

育児指導プログラムがある NICUは５２．２％と半数
程度であり，そのうち指導対象を両親としている

NICUは６割を超えていた．NICUスタッフは，父親
に【実施する・してもらう】だけではなく，父親に育

児行為を【促す】ようにしていた．育児行為を促す際

は，父親にも不安・驚き・恐怖等の心理的変化が起き

る（１１）ことを考慮し，父親の感情を確認せずに，プログ

ラム通りに進行するようなことは避けなければならな

い．このことからも，NICUスタッフの慎重な関わり
は，妥当であると考える．さらに，【父親を手伝う】

ことで，父親の成功体験を助け，自信を付けてもら

い，【看護計画や評価対象に父親を含める】等，NICU
入院中から父親を育児者として巻き込むように取り組

んでいることが窺えた．父親に疎外感を与えず，育児

参加の機会を多く設けることで，子育てへの自信が育

まれ，父親の育児への関心を継続させることに繋がる

のではないかと考える．

育児に対する夫の役割認識が育児への協力面に左右

する（１２）．このため父親の早産児との初期の関わりで

は，役割遂行という責任感の上に成り立っている場合

があるということを NICUスタッフが理解し，「父親
が役割を担おうとしていること」を認め，無事に遂行

できるよう支援することが必要である（１３）．また，男性

の育児参加の割合が低い理由として，「育児の仕方が

よく分からないから」という回答が３１．４％だった（１４）．

このことから，本調査の結果で示されたように NICU
スタッフが父親に【沐浴】，【哺乳・授乳】，【おむつ交

換】等の具体的な育児の仕方を教えることで，父親の

育児参加の促進につながることが考えられた．

より多くの NICUスタッフが父親への働きかけを
継続して行うことが望まれる．

Ⅴ．研究の限界

本研究は，質問紙調査の一部である自由記述内容の

分析であり，記述内容の意図の読み取りには限界が

あった．今後は NICUスタッフを対象にした参加観
察により，児や父親の状況に応じた育児参加を促す取

り組みを詳細に捉える必要がある．

Ⅵ．謝辞

本研究にご協力いただきました NICUスタッフの
皆様に感謝いたします．

本研究は，北海道医療大学大学院看護福祉学研究科

修士論文の調査の一部を分析したものである．

文献

１）東京都福祉局．東京都 NICU退院支援モデル事業
報告書．http：／／www．fukushihoken．metro．tokyo．

jp／iryo／kyuukyuu／syusankiiryo／nicutainshien．
html．［２０１３．October１０］．２０１２．

２）森田美佐．日本の父親の子育てと「稼ぎ手」役割．

高知大学教育学部研究報告．２０１１；７１：１７９�１８６．
３）総務省統計局．平成２３年社会生活基本調査 生活

時間に関する結果 概要．http：／／www．stat．go．
jp／data／shakai／２０１１／index．htm．［２０１２．October
１０］．２０１１．

４）宮武典子．NICUに入院していた児を育てている
母親の夫のサポート・ピアサポートと育児不安お

よび対処方略の関連．日本看護研究学会誌．

２００７；３０（２）：９７�１０８．
５）桑名佳代子・桑名行雄・細川徹．１歳６歳児をも

つ親のストレス（２）�両親間における育児ストレス
の関連�．東北大学大学院教育学研究科研究年報．
２００８；５７（１）：３３９�３５８．

６）新川治子．切迫早産の初産婦の夫の妊娠や出産

父親になることに対する気持ちの変化�入院から
出産までの追跡�．日本助産学会誌．２００６；２０
（２）：６４�７３．

７）小澤未緒．NICUと GCUの光環境が早産児に及
ぼす影響に関する文献的考察．日本新生児看護学

会誌．２００７；１３（３）：６�１７．
８）森田亜希子・森恵美・石井邦子．親となる男性が

産後の父親役割行動を考える契機となった妻の妊

娠期における体験．母性衛生．２０１０；５１（２）：４２５

�４３２．
９）三ツ木愛美・角山智美・深谷悠子・小林美幸・大

野美津江．NICUにおける父性育成に向けた援助
と対児感情の変化．日農医誌．２００９；５８（２）：９０�
９３．

１０）全掲載９

１１）小池伝一．NICU入院期間中の超低出生体重児の
両親の家族形成過程．日本新生児看護学会誌．

２００９；１５（１）：２０�２７．
１２）渡邉タミ子・樋貝繁香．育児に対する夫婦の役割

分担観とその満足度に関する研究．Yamanashi
Nursing Journal．２００４；２（２）：３７�４４．

１３）関森みゆき．NICUにおいて早産児の父親が育む
我が子との関係性．日本新生児看護学会誌．

２００６；１３（１）：２�７．
１４）中央調査社．中央調査報「父親の育児参加に関す

る世論調査」．http：／／www．crs．or．jp／backno／
No６５９／６５９２．htm［２０１３．December２７］．２０１２．

受付：２０１３年１１月３０日

受理：２０１４年２月５日

北海道医療大学看護福祉学部学会誌 第１０巻 １号 ２０１４年

― 28 ―


